
外国⼈住⺠⼦育て応援
キャンペーン

公益財団法人かながわ国際交流財団

ご協⼒のお願い



神奈川県で⽣まれる⼦どもたち

２２⼈に１⼈
は両親のいずれかが
外国⼈の（外国につながる）
⼦ども

県内で⽣まれた⼦ども
７３，４７５⼈

外国につながる⼦ども
３，３６３⼈

うち

※2015年度厚⽣労働省「⼈⼝動態統計」より



外国⼈の⼦育ての課題

他のママと知り合う機会がない、相談先がない

⽇本の出産・⼦育てに関する制度・仕組みを
知らない

1

公的なサービスにつながっていない⼈が多い
赤ちゃん訪問、乳幼児検診、予防接種、子育て支援センター、保育園・・・・etc.

2

3



外国⼈の⼦育てサービスの利⽤状況１

日本人と同程

度
74%

日本人よりもや

や少ない
3%

日本人よりも

ずっと少ない
13%

わからない
5%

その他
5%

母子訪問実施率

日本人と同程

度
38%

日本人よりも

やや少ない
8%

日本人よりも

ずっと少ない
13%

わからない
41%

その他
0%

予防接種率（担当者認識）

市町村が国籍を問わず⾏う⺟⼦訪問は、外国⼈に対しても⽐較的⾼い実施率ですが、外国⼈本
⼈が参加するサービスの利⽤率は⼤変少ない傾向にあります。そのため、出産後の⺟⼦訪問等
の機会に通訳や多⾔語資料を活⽤して情報提供できると効果的です。



外国⼈の⼦育てサービスの利⽤状況２

日本人と同

程度
0%

日本人よ

りもやや

少ない
11%

日本人よりも

ずっと少ない
69%

わからない
10%

その他
10%

母親学級参加率

（担当者認識）

※財団が実施した「外国⼈住⺠への⼦育て⽀援に関わる調査（2016年3⽉）」より
県内３３市町村の事業担当部署が回答

日本人と同程

度
2% 日本人よりも

やや少ない
4%

日本人よりも

ずっと少ない
83%

わからない
9%

その他
2%

子育て支援センター等

利用率（担当者認識）



財団ができること
〜外国⼈保護者の孤⽴化を防ぐために〜

神奈川県のどこにいても、外国⼈保護者が孤⽴せず、
必要な情報と⽀援を得て、安⼼して⼦育てを⾏う環境
を整備する

外国⼈保護者、⽀援者
にむけたツールや資料
の整備

1 2 3

目標

通訳利⽤の仕組みづくり ⼦育て⽀援者への研修



外国⼈住⺠のための⼦育てチャート
〜妊娠・出産から⼩学校⼊学まで〜

１）妊娠・出産時から⼩学校⼊学までの流れをイラストで表⽰
２）⽇本⼈⽀援者と外国⼈保護者が⼀緒に確認できる
３）⾔語：中国語、タガログ語、ポルトガル語、スペイン語、

ベトナム語、英語（すべて⽇本語併記）



「⼦育て⽀援サイト」（イメージ図）
TOPページ 外国人住民向け（子育てチャートonline)



「⼦育て応援キット」

【内容】・外国⼈住⺠のための⼦育てチャート
・多⾔語医療問診票（産婦⼈科、⼩児科）の提供、案内
・「多⾔語ナビかながわ」ちらし
・外国⼈住⺠⼦育て⽀援サイトの紹介 など

【配布期間】
・２０１７年５⽉〜２０１８年３⽉

【配布部数】 １０，０００部作成

【配布⽅法】
・県内市区町村（⺟⼦⼿帳窓⼝）、産院から外国⼈住⺠に配布
・外国⼈コミュニティをとおし配布



※上記のほか、個人の方からのご寄付を一口1,000円から募集しております

「⼦育て応援キャンペーン」
ご寄付のお願い

項 ⽬ ⾦ 額 特 典

Aタイプ 20万円〜
・「⼦育て応援キット」へのロゴ掲載（⼤サイズ）
・バナー広告（１年間）
・財団年報およびホームページへのメッセージ掲載
・感謝状贈呈

Bタイプ 10万円
・「⼦育て応援キット」へのロゴ掲載（中サイズ）
・バナー広告（６ヶ⽉間）
・財団年報およびホームページへのメッセージ掲載
・感謝状贈呈

Cタイプ ５万円 ・「⼦育て応援キット」へのロゴ掲載（⼩サイズ）
・財団年報およびホームページへのメッセージ掲載

Dタイプ 個⼈⼀⼝
１万円〜 ・⼦育て⽀援サイトへのご芳名掲載



その他のご⽀援について
項 ⽬ ⾦ 額 特 典

その他のご協⼒ 応相談
・貴機関の事業を活かした共同企画やご
協賛も募集しております
・「⼦育てチャート」寄贈可能

⼦育て⽀援サイト
広告掲載 １ヶ⽉ １万円 ・⼦育て⽀援サイトへのバナー広告掲載

財団トップページ
広告掲載 １ヶ⽉ １万円 ・財団トップページへのバナー広告掲載

財団賛助会員
年会費
個⼈ ３千円以上
団体 １万円以上

・財団「会員便り」の送付
・財団発⾏物の割引 など


